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主  題 : へりくだりの王の入城 

聖書箇所 : ヨハネの福音書 １２章１２－１９節 

 

この朝も、続けていっしょに見ていきたいのはヨハネ１２章です。きょうは特に１２：１２－１９を中

心に神様の教えに耳を傾けてみたいと思います。内容に入る前に、少し考えてください。皆さんは「王様」

と聞くと、真っ先にどのような姿を思い浮かべるでしょう？王冠をかぶり堂々とした姿、宝石のついた

豪華な衣装を身にまとった姿、馬にまたがって兵を率いる姿などを思い描くかもしれません。実際、映画

などに出てくる王様も、たいていは立派な椅子に座り、手に杖を持ち、金色の冠をかぶっています。ネッ

ト上でも、同じようなイラストが出てきます。私たちは「王様とはこのようなもの」、「王様はこのよう

であるべきだ」というイメージを、知らず知らずのうちに心の中で作り上げています。これは、イエス様

が生きていた時代のユダヤ人たちも同じでした。当時、ローマ帝国の過酷な支配下にあった彼らは、その

圧政から救い出してくれる「救い主（メシヤ）」を熱望していました。自分たちの苦しみを取り除き、敵

を打ち倒し、かつての栄光を取り戻してくれるような「力強い王様」を求め続けていました。それゆえに、

イエス様が現れ、数多くの圧倒的な奇蹟を行うと、多くの人たちが期待を抱きました。「この方ならロー

マを倒して、私たちに自由をもたらしてくれる！」、「この方こそ、私たちがずっと待ちわびていた王様

だ！」と。特に、以前６章で学んだイエス様が五千人以上を五つのパンと二匹の魚で養った奇蹟、その後、

群衆が何をしたか覚えていますか。ヨハネ６：１５に「「そこで、イエスは、人々が自分を王とするために、む

りやりに連れて行こうとしているのを知って、ただひとり、また山に退かれた。」とあるように、彼らはイエス

様を自分たちの王にしようと、むりやりに連れて行こうとしていました。イエス様が来て以来、人々の期

待は高まりに高まっていました。長い間、待ち望んでいた「強い王様」が、やっと来たのだと興奮してい

たわけです。しかし、残念ながら、人々の期待はイエス様がこの世に来られた本来の目的とは、大きくか

け離れたものでした。彼らは、自分たちの「期待」というフィルターを通してイエス様を見ました。その

結果、イエス様の本当の姿に目を留めることができなかったわけです。 

ここで、改めて自分に問いかけてください。果たして私たちは、今どのようにイエス様を見ているでし

ょうか。単なるひとりの歴史上の人物でしょうか。自分の欲しいものを何でも与えてくれる魔法のラン

プのような存在でしょうか。人生が苦しい時だけ、自分の心を楽にしてほしいと拠り頼む安定剤のよう

な存在でしょうか。自分自身が自分の人生の王様であって、イエス様は、ただ自分の計画や願いをかなえ

るのを手伝ってくれる都合の良いアシスタントのようになってはいないでしょうか。気をつけておかな

いと、私たちは時に、気づかぬうちに聖書が教えるイエス様の姿ではなく、自分が望む、自分がこうあっ

てほしい、自分に都合の良いイエス様の姿を作り上げてしまうことがあるわけです。 

〇へりくだりの王の入城：三つの場面 

 きょう、私たちが見る箇所には、イエス様がエルサレムの町に入城される有名な場面が描かれていま

す。集まった群衆は、しゅろの枝を振り、「ホサナ、ホサナ」と口々に叫んでイエス様を迎えていました。

「やっと来た自分たち（イスラエル）の王様だ！」と熱狂的に歓迎していました。しかし、その熱狂的な

歓声の裏側には、彼らの大きく誤った期待がありました。イエス様は、本来の来られた目的と、人々の誤

った期待の大きなずれの中で、ご自分がだれなのかを人々にはっきりと示されました。ことばによる説

明ではなく、一つの行動を通して示されました。ですから、この朝は、その行動に注目しながら、大きく

三つの場面に分けて、イエス様がいったいだれなのかをいっしょに考えてみましょう。人々が期待して

いた王様とは全く違う、世に遣わされたまことの王様であるイエス様が、どのようなお方だったのか、そ

れぞれが思い描く姿やイメージはいったん横に置いて、聖書の描くイエス様の姿に目を留めましょう。 



ヨハネ １２:１２－１９ 

  「:12 その翌日、祭りに来ていた大ぜいの人の群れは、イエスがエルサレムに来ようとしておられると聞い

て、:13 しゅろの木の枝を取って、出迎えのために出て行った。そして大声で叫んだ。「ホサナ。祝福あ

れ。主の御名によって来られる方に。イスラエルの王に。」:14 イエスは、ろばの子を見つけて、それに

乗られた。それは次のように書かれているとおりであった。:15 「恐れるな。シオンの娘。見よ。あなた

の王が来られる。ろばの子に乗って。」:16 初め、弟子たちにはこれらのことがわからなかった。しか

し、イエスが栄光を受けられてから、これらのことがイエスについて書かれたことであって、人々がその

とおりにイエスに対して行ったことを、彼らは思い出した。:17 イエスがラザロを墓から呼び出し、死人

の中からよみがえらせたときにイエスといっしょにいた大ぜいの人々は、そのことのあかしをした。:18 

そのために群衆もイエスを出迎えた。イエスがこのしるしを行われたことを聞いたからである。:19 そこ

で、パリサイ人たちは互いに言った。「どうしたのだ。何一つうまくいっていない。見なさい。世はあげ

てあの人のあとについて行ってしまった。」」 

１．王様に対する期待 １２－１３節 

 では、最初の場面です。一つ目に見て取れる場面は、王様に対する期待です。先ほども言いましたが、

この時、人々は、イエス様に対して非常に大きな期待を抱いていました。みことばをよく見てください。

１２－１３節にこのように記されています。「:12「 その翌日、祭りに来ていた大ぜいの人の群れは、イエスが

エルサレムに来ようとしておられると聞いて、:13「しゅろの木の枝を取って、出迎えのために出て行った。そして

大声で叫んだ。「ホサナ。祝福あれ。主の御名によって来られる方に。イスラエルの王に。」」と。 

▶「過越しの祭り」 

普段ならサッと読み流してしまうかもしれませんが、この驚くべき情景を思い描いてみてください。

ユダヤ人にとっての三大祭りの一つ「過越しの祭り」がすぐそこに迫っていました。この時期になると、

エルサレムの町には、毎年信じられないほどの人が集まっていました。１世紀の歴史家ヨセフスの記録

によると、ある年の過越しの祭りには、なんと約２７０万人を超える群衆が集まったとされていました。

これが事実だとすれば、堺市の人口は約８０万人ですから、町にはその３倍以上の数が集まっていたと

いうことです。この時の祭りにも同じ人数がいたかはわかりませんが、文字どおり、町には見渡す限り

人、人、人というほど、人があふれ返っていました。そんな大群衆が、イエス様がエルサレムにやって来

ると聞いて、町の外まで迎えに出ていたわけです。別の福音書によれば、同じ場面が次のように描かれて

いました。マタイ２１：９に「「そして、群衆は、イエスの前を行く者も、あとに従う者も、こう言って叫んでい

た。「ダビデの子にホサナ。祝福あれ。主の御名によって来られる方に。ホサナ。いと高き所に。」」と。想像でき

ますか？エルサレムの町に向かうイエス様のまわりには、大群衆が取り囲み、前にも後にも多くの人た

ちであふれていました。 

▶「しゅろの木の枝」 

また、彼らは黙ってイエス様を迎えていたのではなく、「「しゅろの木の枝」を取っていました。「「しゅろの

木の枝」は、この当時、ユダヤ人にとってのお祝いごと、特に戦いにおける勝利を象徴するものになって

いました。人々は、敵を倒して町に戻ってきた者に対して、歌を歌い、音楽を鳴らして、しゅろの枝を振

りながら大喜びで歓迎したわけです。この行為は、自分たちに勝利をもたらした偉大な人物への喜びや

感謝、誇りを表すものでした。また同時に、彼らは「「大声で叫ん」でいました。この「「大声で叫んだ」とい

うのは、一発だけ大声で叫んで終わりという話ではありません。このことばには、過去における動作の繰

り返しを表す動詞の用法が使われていました。簡単に言えば、集まった大ぜいの人たちは、ずっと大声を

あげ続けていたということです。彼らはイエス様を迎え、興奮と熱狂に包まれながら、口々に叫び続けて

いたわけです。 

▶「ホサナ」 



いったい何を叫んでいたのでしょう。１３節の続きを見ると、「「ホサナ。祝福あれ。主の御名によって来ら

れる方に。イスラエルの王に。」と。彼らは「「ホサナ」と叫んでいたのです。「「ホサナ」ということばは、聞い

たことがあると思いますが、意味を知っていますか？これはヘブル語で「「今、救ってください（今、私た

ちを救い出してください）」という意味です。人々は、目の前を通るイエス様に向かって、勝利のしゅろ

の木の枝を振りながら、喜びと確信に満ちあふれ、大きな声で叫んでいたわけです。「「ホサナ！今、私た

ちを救ってください！」と。ひとり、ふたりの話ではありません。千や万の話でもありません。おそらく

何十万人もの人たちが、このように叫び続けていたわけです。 

▶「祝福あれ。主の御名によって来られる方に。」 

また、彼らは、単に自分たちの願いを口にしただけではありません。彼らは、ここで救世主「（メシヤ）

の預言が記された詩篇１１８：２６の「「「 主】の御名によって来る人に、祝福があるように。私たちは 主】の

家から、あなたがたを祝福した。」のことばを引用して、「ホサナ。祝福あれ。主の御名によって来られる方に。

イスラエルの王に。」「（１３節）と、イエス様に当てはめていました。ですから、人々は、目の前にいるイエ

ス様に対して、この方がメシヤの預言に当てはまるお方だと認めていたわけです。群衆はずっと、イエス

様を自分たちの救世主として大喜びしていました。ずっと待っていた自分たちに勝利をもたらしてくれ

る王様だと熱烈に歓迎していました。これだけを見ると、何の問題もないようにも見えます。しゅろの枝

でイエス様を勝利者として祝い、喜びと誇りをもってイエス様を迎え、待ち続けた自分たちの王様とし

て認めていました。表面的に考えれば、大ぜいの人々はすばらしいことをしていたようにも思えます。 

しかし、実は、ここに問題がありました。彼らの焦点が間違っていました。彼らの願いが、イエス様が

来た目的とは別のところにありました。イエス様自身は、これまでに何度も、ご自分が救い主として来た

目的は人々を罪から救い出すためだと公言されていました。イエス様は、あわれみのゆえに、人々への愛

のゆえに、ヨハネ８：２４でも、訴えておられました。「それでわたしは、あなたがたが自分の罪の中で死ぬ

と、あなたがたに言ったのです。もしあなたがたが、わたしのことを信じなければ、あなたがたは自分の罪の中で

死ぬのです。」」と。イエス様は訴え続けていました。罪の中にいる者たちに対して、そのまま罪の中で死

なないでくださいと。わたしを信じなさいと、変わらずに救いの御手を差し伸べておられました。ご自分

こそが、救い主であり、いのちを与えるお方なのだと訴え続けておられました。イエス様は、地上に来た

目的を隠しておられたのではありません。人々も、それを一度も耳にしていなかったのではありません。

ただ、残念ながら、彼らは聞く耳を持っていませんでした。福音書を読んでいると、イエス様は何度も何

度も救いの御手を差し伸べておられるのに、人々は何度も何度も拒んでいることを不思議に思うかもし

れません。なぜでしょう。それは、彼らが願っていたものと、イエス様が与えているものが違っていたか

らでした。彼らが期待していた救い主と、救い主として来たお方が違っていたからでした。ローマの圧政

に苦しめられていた彼らが欲しかったのは、地上の問題を解決してくれる都合の良いメシヤでした。霊

的な問題ではなく、日々の生活の苦しみを取り除いてくれる王様を、ただ追い求めていました。彼らの持

っていた長年の期待が、彼らの目から本当のイエス様の姿を見えなくしていたわけです。 

そして、自分たちの持ってきた期待でイエス様を見ていた者たちは、その期待に応えてくれないとわ

かった瞬間、どうしましたか？大歓迎したこの日から、かなり経過してからではありません。人々は、こ

の日からほんの５日後に、同じエルサレムで、イエス様に向かって「十字架につけろ！十字架につけろ！」

と叫び続けることになりました。「「ホサナ！」と叫び続けていた人たちが、「「十字架につけろ！」と叫び続

けたのです。彼らの熱狂的な歓迎は、どこまでも表面的なものでした。自分たちの期待に沿わない王様、

自分たちの願いをかなえてくれない王様は、自分たちには必要ないと拒んだわけです。 

果たして、私たち自身はどうでしょう。私たちは、イエス様をどのように見ているでしょうか。イエス

様が示されているとおりのお方として、聖書が私たちに教えているとおりの姿として見ているでしょう

か。それとも、イエス様は、日々の問題を解決してくれるだけの存在でしょうか。自分が味わっている苦



痛を取り除き、安心をもたらしてくれるだけの存在でしょうか。自分が欲している何かを、自分の願う形

で、自分の願う時に与えてくれるだけの存在でしょうか。そのように求めているなら、その結果、自分の

期待どおりにならないと、いつも不平不満にあふれていたりしていないでしょうか。皆さん、大切なこと

は、私たちの願いや期待を通してイエス様を見ることではありません。聖書が教えている姿、イエス様が

ご自分を示された姿に戻り、そこにいつも目を留め、信頼し続けることです。それが、次にイエス様ご自

身が明らかにされたことでした。 

２．王様が示された真の姿 １４－１６節 

続けて、二つ目の場面です。二つ目に見て取れる場面は、王様が示された真の姿です。人々はいろいろ

な期待を持ってイエス様のことを見ていました。ですから、まことの王様であるイエス様は、ご自分がだ

れなのかを、一つの行動をもって群衆に示されていました。１４－１５節を見ると「:14「 イエスは、ろば

の子を見つけて、それに乗られた。それは次のように書かれているとおりであった。:15「「「恐れるな。シオンの娘。

見よ。あなたの王が来られる。ろばの子に乗って。」」と記されています。 

▶「ろばの子」 

イエス様は、見つけたろばの子に乗っていました。熱狂的な群衆がしゅろの木の枝を振りながら、叫び

声をあげる中で、イエス様はろばの子に乗って、彼らの前を通られたわけです。これは、あまりにも驚く

べきことでした。なぜでしょう。二つ理由があります。一つは、この場面でイエス様がとられた行動は、

はるか昔になされた「預言の成就」だったからでした。すでにご存じの方がおられるかもしれませんが、

今回の出来事が起こる６００年ほど前、神様はひとりの預言者ゼカリヤを通して、このような約束を与

えていました。ゼカリヤ書９：９に「「シオンの娘よ。大いに喜べ。エルサレムの娘よ。喜び叫べ。見よ。あなた

の王があなたのところに来られる。この方は正しい方で、救いを賜り、柔和で、ろばに乗られる。それも、雌ろば

の子の子ろばに。」と。神様は、いつの日か来る約束の救い主である本当の王様が、エルサレムに入城され

る姿を描いていました。その姿は、ろば、それも子ろばに乗った姿でした。そして、その約束が、まさに

この場で現実のこととして起こっていたというわけです。別の福音書マタイ２１：４では「これは、預言

者を通して言われた事が成就するために起こったのである。」と、この出来事が預言の成就だったのだと、は

っきりと語っていました。イエス様は、ご自分こそが確かに約束されていた救世主であり、王様だという

ことを、子ろばに乗ることで示されました。約束されていた存在なのだと明らかにされました。 

しかし、この行動が驚くべきなのは、単にこれが預言の成就だったからだけではありません。もう一度

ゼカリヤの預言をよく見てください。神様は「あなたの王がろばに乗って来る」と約束されただけでなく

その者が、「正しい方で、救いを賜り、柔和で、ろばに乗られる。」と約束されていました。つまり、神様は、

どのような形で王様がやって来るのかということだけでなく、どのような王様がやって来るのかという

ことまで、明白に語っておられたわけです。そして、エルサレムにやって来られたイエス様は、実際に、

子ろばに乗って、ご自分が民の期待する姿とは全く違う、へりくだった柔和な王様であると宣言されて

いました。これは間違いなく、見ていた人たちにとって、ショッキングで驚くべきことだったでしょう。

よく考えください。この時、イエス様を迎えた群衆の頭にあったのは、力を持つ軍事的な王様の姿でし

た。敵から自分たちを解放してくれる力強い存在でした。もし、イエス様が、そんな彼らの期待に応えよ

うとしたのであれば、イエス様は軍馬にまたがって登場していたでしょう。もし、イエス様が、彼らの歓

心を買おうと、興味を引こうと、人気を集めようとしたのであれば、この場面は絶好の機会でした。何十

万人もの人たちがイエス様を見ていたわけです。だから、手に剣を携え、豪華な鎧を身につけて、堂々と

自分を主張して現れていたでしょう。そうすれば、間違いなく群衆の興奮は抑えきれないほど高まって

いたことでしょう。 

しかし、イエス様はそうはなされませんでした。このお方は、軍馬ではなく、平和を象徴するろばの子

に乗ってやって来ました。忘れてはいけません。このお方は、決して力のないお方ではありません。イエ



ス様は病人をいやし、嵐を静め、何よりも死人をよみがえらせることのできる圧倒的な権威を持ってお

られました。しかし、そんな力強さではなく、柔和さを示されました。ここに「「謙遜」を見て取ることが

できます。力を持っていなかったのではなく、力を持っておられるお方でした。人々の関心を集める機会

がありました。しかし、それらすべてを横に置いてへりくだり、ご自分が来た目的を果たそうとされたの

です。罪人を救い出すという目的のために歩まれました。この「謙遜」が、この方の本質だったわけです。

私たちは、ここに救い主として来られた方の「真の姿」を見ることができます。一度目に、この世に来ら

れたイエス様は、どんな時もかわらない「「ヘリくだりのお方」でした。神の御子であったこの方は、本来

なら、すべての者からほめたたえられるべき存在でした。それにもかかわらず、喜んでご自分をへりくだ

らせ、罪人に仕えるしもべとなり、ろばの子に乗り、最後には、その罪人のために十字架の死にまでも従

われました。 

この驚くべき事実を、パウロもはっきりと述べています。ピリピ２：６－８に私たちの救い主の姿が描

かれています。「「:6「キリストは神の御姿である方なのに、神のあり方を捨てられないとは考えず、:7「ご自分を無

にして、仕える者の姿をとり、人間と同じようになられました。人としての性質をもって現れ、:8「 自分を卑しく

し、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従われました。」と。仕えられるべき王様がへりくだり、ご自分の

いのちを、私たちのためにささげてくださったからこそ、この方を信じるすべての者にいのちが与えら

れました。私たちの愛するイエス様は、へりくだるということを通して罪の赦しを与えてくださったわ

けです。それが私たちが受けた愛というものでした。私たちが受けたのはへりくだりの愛でした。 

そして主のへりくだりの愛を知ったのであれば、このへりくだりの愛によって救われたのであれば、

私たちには感謝できることがあります。私たちには感謝であるからこその責任があります。それは、この

主が残された模範にならうことです。もし、私たちが主の足跡に従うなら、私たち自身も軍馬ではなく、

ろばに乗ることを喜んで受け入れないといけません。高ぶって自分を主張するのではありません。だれ

かの歓心を買うために、だれかの人気を得るために、だれかに何かを認められるために自分を主張する

のではなく、へりくだって自分を捨てて歩まなければいけません。これは当然、簡単なことではありませ

ん。私たち自身よく知っているとおり、私たちのうちには高慢という罪が住み着いています。地上での歩

みにおいて、この罪が完全になくなることはありません。高慢は、いつも私たちの目を、神様にではなく、

自分に向けさせようとします。自分を捨てるようにと迫る十字架に対して、自分を主張することは何の

問題もないと誘惑し、妥協させようとします。私たちは日々の生活の中で、いつもこの戦いと直面するこ

とになります。だからこそ、私たちはいつでも冠を置いてろばに乗り、十字架にかかられた主に目を留め

続けている必要があります。忘れないでください。キリストに従うとは、自分を救ってくださった神様に

感謝し、自分のすべてを主の御手にゆだねることです。自分のすべてです。自分の考え、思い、そして自

分の期待というものもすべて、すなおに主の御手にゆだね続けることです。その歩みには、さまざまな難

しさが伴います。主に忠実であっても、私たちの望むものを与えてくださる保証などありません。主は、

私たちの思い描くとおりに、すべてを整えてくださるという保証もありません。神様は、私たちの期待ど

おりに、すべてのことが進むなどという約束はされていないわけです。 

また同時に、そんな歩みの中で、主のなさることが理解できないことも数多くあります。この箇所での

弟子たちもそうでした。続く１６節を見てください。「初め、弟子たちにはこれらのことがわからなかった。

しかし、イエスが栄光を受けられてから、これらのことがイエスについて書かれたことであって、人々がそのとお

りにイエスに対して行ったことを、彼らは思い出した。」と書かれていました。イエス様の一番近くにいた弟

子たちでさえ、自分たちの主人がろばに乗る姿を見て、初めは困惑していました。しかし、そんな彼らも、

主が栄光を受けた後に気づくことになりました。「「ああ、あの時のろばに乗られた主の姿こそ、神様のな

した完全なご計画だったのだ」と。たとえ、その時に人には理解できなくとも、神様のなさることには、

一つの間違いもありませんでした。私たちも同じです。主のなさることが、私たちの期待や願いとかけ離



れていることはあふれるほどあります。しかし、その時こそ私たちは不満を抱くのではありません。かわ

らずに、喜びを見いだすことができます。それは、必ず約束を守ってこられたお方に信頼して歩むことが

できるからです。私たちがまっすぐに見える道はどこにつながっていますか？死につながっています。

私たちの道をまっすぐにしてくださるのは神様でした。ご自分をへりくだらせて、私たちに救いをもた

らしてくださったまことの王様がともにいてくださるからです。イエス様は、この場に集まった多くの

人々が期待していた王様ではありませんでした。しかし、神様が約束しておられたへりくだりの王様で

した。ろばの子に乗られたヘリくだりの王、それこそが聖書の描くイエス様の姿だったわけです。 

３．王様に対する応答 １７－１９節 

そして、これを受けて最後に三つ目の場面です。三つ目に見て取れる場面は、王様に対する応答です。

まことの王様であるイエス様に対して、人々がとった応答が二つ挙げられています。一つ目は、王様をあ

かしし続けることでした。１７－１８節を見てください。その様子が描かれていました。「「:17「イエスがラ

ザロを墓から呼び出し、死人の中からよみがえらせたときにイエスといっしょにいた大ぜいの人々は、そのことの

あかしをした。:18「 そのために群衆もイエスを出迎えた。イエスがこのしるしを行われたことを聞いたからであ

る。」と。「「大ぜいの人々は、そのことのあかしをした。」と言われていました。この「「あかしをした」というの

も、一度きりの出来事を表しているのではありません。このことばにも、過去における動作の繰り返しを

表す動詞の用法が使われていました。つまり大ぜいの人たちが、ずっとあかしし続けていたということ

です。ラザロの復活を目撃した彼らは、そのことを通してイエス様の圧倒的な力を目の当たりにしまし

た。この方が、死人にいのちを与えることのできる「「よみがえりであり、いのちである」と、自分のこと

として知りました。そのあふれる喜びのゆえに、彼らは、イエス様について黙ったままでいることができ

なかったわけです。Ｄ・Ａ・カーソンというひとりの先生も、そのような彼らの姿を次のように説明して

いました。「彼らは決して沈黙することなく、自分たちが目にしたことを証し続けていました。そのこと

によって、しるし自体が証していた真理をさらに確かなものとし、同時に、真理について証する全ての者

の模範となったのです。」と。イエス様の本当の姿に出会った者は、それをあかしする者になりました。 

ここで覚えていてほしいのは、これは決して容易なことではなかったということです。ラザロの復活

が起こった後、当時のエルサレムを取り巻く環境は一変していました。イエス様を憎んでいた祭司長や

パリサイ人は、イエス様の殺害計画を立て、ラザロの殺害計画も立て、そして、イエス様を見つけた者は

報告するようにとの命令も出していたわけです。イエス様はこの時、町全体の「おたずね者」になってい

ました。実際、その敵意や危険があまりにも高まっていたからこそ、祭りに集まった人たちの間では、ヨ

ハネ１１：５６にあるように、「「彼らはイエスを捜し、宮の中に立って、互いに言った。「あなたがたはどう思い

ますか。あの方は祭りに来られることはないでしょうか。」」というような、うわさまでつぶやかれていました。

このような状況の中で、イエス様の名を口にすることは、大きな代価を払うことでした。人々の前であか

しするなんて、自分のいのちを危険にさらすようなものでした。それでも、彼らにとっては、そのような

ことは気にならなかったわけです。確かに、まわりからの圧力はありました。社会的にも、身体的にも困

難は存在しました。何も口にせず、黙っていることのほうが楽で簡単でした。しかし、イエス様に対する

燃え上がる情熱が、彼らの口を開かせていました。主を知った喜びが、彼らの足を人々のもとへと向け続

けていたわけです。これまでの歴史の中で、忠実な信仰者たちはみな、そのようにして生きてきました。

使徒たちもそうでした。使徒たちのあとに出てきた者たちも、今の時代も変わらずに、イエス様のために

語り続けることで、多くの者がいのちを落としてきました。これは、私たちにとっての模範です。私たち

のまわりにもさまざまな圧力があります。キリストを語れば、家族はどう思うだろう。子どもは、親族は

どう思うだろうと。職場の人、学校の人、友人はどう思うだろうと、圧力はたくさんあります。しかし、

そのような時に私たちの思いを上げてくれるのは、頑張ろうではなく、私たちの愛するイエス様が、自分

に何をしてくださったのかということです。主が何をしてくださったのかを知った者たちは、それを語



りたいと思うからです。このように、ある者たちは王様をあかしし続けることを選びました。 

しかし、残念ながら、すべての者がそうではなく、全く別の応答をとった者たちもいました。二つ目の

応答は、王様を拒み続けることでした。残りの１９節を見てください。そこにその様子が描かれていまし

た。「「そこで、パリサイ人たちは互いに言った。「どうしたのだ。何一つうまくいっていない。見なさい。世はあげ

てあの人のあとについて行ってしまった。」」と。皮肉なことに、盛り上がっている群衆とは対照的に、民の

指導者やパリサイ人たちは、大きな失意といらだちを覚えていました。なぜでしょう。この時点までに、

彼らが熱心に行ってきたことは、人々をイエス様から遠ざけることでした。自分たちの立場を脅かす人

物を憎んでいた彼らは、その人気や影響を何とかして取り除こうとしていました。そのために、彼らは殺

害の計画を立て、捕まえるために、イエスを見かけたなら報告するようにという命令まで出していたわ

けです。しかし、それらすべてがことごとくうまくいっていませんでした。いやむしろ、この時彼らは、

エルサレムの町全体が、イエス様を歓迎する姿を見ていました。大ぜいの人々が喜びの声をあげ、しゅろ

の枝を振りながら、自分たちの王様としてイエス様を認めている様子を目の当たりにしました。本来で

あれば、これは彼らにも喜びをもたらす出来事になるはずでした。世の罪を取り除く、世の救い主として

来られた方に、人々の目が向くことはすばらしいことのはずでした。しかし、残念ながら、彼らは自分た

ちの思い描いていた救世主の像を握りしめ、それにそぐわないイエス様を拒みました。自分たちの期待

に沿わないイエス様を拒んでいた彼らの目には、この場面は絶望にしか映りませんでした。「「世はあげてあ

の人のあとについて行ってしまった。」と。彼らは自分たちの立場を愛し、自分たちに都合の良い王様を求め

ていました。そして、彼らのとった応答は、自分の立場を脅かすまことの王様を拒絶することでした。 

果たして、私たち自身はどのように応答するでしょう。聖書は明白に教えてくれました。イエス様は、

私やあなたのような罪人のために、へりくだってこの世の来られ、へりくだってろばの子に乗り、へりく

だって私たちのかわりに十字架にかかって死んでくださったまことの王様でした。そんなイエス様を、

あなたはかたくなに拒み続けるでしょうか。自分の生き方や立場、自分のやりたいこと、自分の計画、自

分の王座を失いたくないと、この方を自分の王様として受け入れることを拒否し続けるのでしょうか。

もし、そのように今を歩んでいるなら、どうか、その罪を悔い改めてください。神様のあわれみを求め、

きょうという日、自分を王様としてきた生き方を捨てて、イエス様を自分の救い主、主として信じ受け入

れてください。まことの王様に従い、まことの王様とともに生きる、その歩みにこそ、本当の喜びがあり

ます。どうかその喜びをきょう、知ってください。 

また、イエス様を信じ、自分の王様として歩んでいるという皆さん、この方のすばらしさを知り続けて

いますか。そして、そのすばらしさをあかしし続けることを喜びとしているでしょうか。救い主である神

様が、自分に何をしてくださったのか、その感謝を宣べ伝えることは喜びとなっているでしょうか。 

忘れてはいけないことがあります。確かに、イエス様が一度目に来られた時、ご自分をへりくだらせ、

ろばの子に乗られました。しかし、この先の将来、イエス様が再びこの世に来られる時には、もうろばの

子には乗られません。黙示録にその時の姿が描かれていました。１９：１１－１６に、いつかやって来ら

れる私たちの愛する主の姿が描かれています。「「:11「また、私は開かれた天を見た。見よ。白い馬がいる。それ

に乗った方は、「忠実また真実」と呼ばれる方であり、義をもってさばきをし、戦いをされる。:12「その目は燃える

炎であり、その頭には多くの王冠があって、ご自身のほかだれも知らない名が書かれていた。:13「その方は血に染

まった衣を着ていて、その名は「神のことば」と呼ばれた。:14「天にある軍勢はまっ白な、きよい麻布を着て、白

い馬に乗って彼につき従った。:15「この方の口からは諸国の民を打つために、鋭い剣が出ていた。この方は、鉄の

杖をもって彼らを牧される。この方はまた、万物の支配者である神の激しい怒りの酒ぶねを踏まれる。:16「その着

物にも、ももにも、「王の王、主の主」という名が書かれていた。」と。一度目にろばの子に乗られたお方は、

二度目には白い馬に乗って来られます。一度目に柔和な者として、信じるすべての者に救いを、いのちを

与えてくださったお方は、二度目には勝利者として、正しいさばきをもたらすためにやって来られます。



「王の王、主の主」が、私たちが愛し、信頼している主イエス様の姿です。ですから、私たちは、この方の

前に、ただへりくだって、その愛を知った者として、この方の栄光のためにともに生きていきましょう。 


